
太
平
洋
戦
争
前
後
の
賀
茂
高
女 

戦
時
下
の
賀
茂
高
女 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
以
降
、
戦
時
下
の
賀
茂
高
等
女
学
校
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ふ
り
か
え
っ
て
記
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。  

教
育
内
容
は
、
戦
時
体
制
に
向
け
て
精
神
力
、
体
力
増
強
の
た
め
の
鍛
練
が

年
々
強
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
七
月
に
は
、

本
校
の
講
堂
で
愛
国
婦
人
会
の
下
部
組
織
と
い
え
る
「
愛
国
子
女
団
」
の
発

団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

翌
年
、
補
修
科
生
の
夏
休
み
の
宿
題
は
「
千
人
針
」
の
作
成
で
し
た
。「
千

人
針
」
と
は
、
一
枚
の
布
に
千
人
の
女
性
が
赤
糸
で
一
針
ず
つ
刺
し
て
縫
い

玉
を
つ
く
り
、
出
征
兵
士
に
無
事
を
祈
っ
て
贈
る
も
の
で
す
。  

          



ま
た
、
学
校
で
は
「
皇
軍
慰
問
袋
」
作
り
の
時
間
も
あ
り
ま
し
た
。
慰
問

袋
は
出
征
兵
士
を
慰
め
る
た
め
に
前
線
へ
送
っ
た
袋
の
こ
と
で
、
袋
の
中
に

は
婦
人
会
な
ど
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
薬
や
日
用
品
な
ど
が
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。  

毎
月
一
回
は
鍛
練
遠
足
が
あ
り
、
制
服
、
黒
の
長
靴
下
で
白
鳥
山
、
竹
林

寺
、
原
ゴ
ル
フ
場
な
ど
ま
で
往
復
し
ま
し
た
。
い
く
ら
暑
く
て
も
靴
下
を
脱

ぐ
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
に
な
る

と
、
勤
労
報
国
隊
旗
の
も
と
勤
労
作
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

真
夏
の
太
陽
の
も
と
、
白
鉢
巻
き
姿
で
黒
瀬
川
か
ら
砂
利
運
び
を
し
た
り
、

出
征
兵
士
を
送
り
出
し
た
農
家
の
田
植
え
、
稲
刈
り
、
植
林
な
ど
の
奉
仕
作

業
が
続
き
ま
し
た
。  

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
五
月
、
「
青
少
年
二
賜
リ
タ
ル
勅
語
」
が
発
せ 

          



ら
れ
、
文
部
省
か
ら
夏
期
休
暇
を
学
生
・
生
徒
の
心
身
鍛
練
に
あ
て
、「
集
団

勤
労
作
業
等
を
行
う
」
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
非
常

態
勢
の
中
で
も
心
の
豊
か
さ
は
失
わ
な
い
よ
う
に
と
、
校
内
で
は
細
々
で
は

あ
り
ま
し
た
が
音
楽
会
、
展
覧
会
、
運
動
会
、
球
技
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。  

一
九
四
○
（
昭
和
十
五
）
年
十
一
月
に
は
、
政
府
の
提
唱
に
よ
っ
て
全
国

津
々
浦
々
ま
で
「
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
」
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

校
で
は
、
紀
元
二
千
六
百
年
を
祝
し
て
、
記
念
館
の
鎌
入
れ
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。  

翌
年
、
完
成
し
た
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
で
は
、
被
服
、 

手
芸
、

生
花
、
調
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
展
示
さ
れ
、
内
容
豊
富
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。  

命
が
け
の
卒
業
式 

当
時
、
二
五
歳
未
満
の
無
職
の
未
婚
女
性
は
挺
身
隊
員
と
し
て
動
員
さ

れ
、
進
学
者
、
就
職
者
以
外
は
全
員
が
軍
需
工
場
で
働
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
本
校
の
卒
業
生
、
お
よ
び
補
習
科
、
研
究
科
生
も
挺
身
隊
員
と
し

て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
記
録
に
よ
る
と
、「
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
一
月 

賀
茂
高
女
同
窓
会
挺
身
隊
三
〇
名
出
動 

広
海
軍
第
十
一
空
廠
に
配
属
。
同
年

三
月
新
規
卒
業
者
挺
身
隊
四
九
名
出
動 

呉
海
軍
工
場
に
配
属
。
本
科
お
よ
び

専
攻
科
卒
業
生
の
一
部
で
構
成
さ
れ
る
。
同
年
六
月 

新
規
卒
業
者
第
二
次
挺

身
隊
八
名
出
動 

諏
訪
神
社
で
祈
願
祭
行
わ
れ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。  

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
三
月
に
は
、
学
徒
勤
労
動
員
通
年
実
施
が
決

定
さ
れ
、
卒
業
生
へ
の
動
員
命
令
だ
け
で
な
く
、
在
校
生
へ
も
動
員
が
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。  



四
年
生
は
、
広
十
一
空
廠
発
動
機
部
第
二
工
場
で
飛
行
機
部
品
の
研
磨
作

業
に
従
事
し
ま
し
た
。
こ
の
工
場
の
宿
舎
は
、
大
広
間
に
棚
つ
き
二
段
ベ
ッ

ド
が
並
べ
ら
れ
、
部
屋
の
中
央
に
は
大
机
が
あ
り
ま
し
た
。
暖
房
は
な
く
、

寝
具
は
各
自
が
持
参
し
ま
し
た
。 

食
事
は
大
豆
七
、
米
三
の
代
用
食
、
副
食

に
は
魚
が
つ
き
ま
し
た
が
、
呉
空
襲
の
あ
っ
た
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇)

）
三

月
以
降
は
こ
れ
も
出
な
く
な
り
ま
し
た
。  

こ
の
こ
ろ
の
服
装
は
国
防
色
（
黄
緑
色
）
の
上
着
と
ズ
ボ
ン
一
着
が
貸
与

さ
れ
、
着
替
え
と
し
て
制
服
上
着
と
も
ん
ぺ
を
着
用
し
ま
し
た
。
そ
し
て
常

時
、
頭
に
は
日
の
丸
の
付
い
た
鉢
巻
き
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
の
春
ま
だ
浅
い
三
月
二
八
日
、
四
年
生
が
集

ま
り
、
動
員
先
の
宿
舎
で
さ
さ
や
か
な
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
祝
辞
の
途
中
で
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
命
を
か
け
た

卒
業
式
で
も
あ
り
ま
し
た
。  

卒
業
後
、
生
徒
た
ち
は
他
の
工
場
に
就
職
し
た
者
を
除
き
、
女
子
挺
身
隊

員
と
な
り
ま
し
た
。
身
分
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
工
場
で
の
作
業
に
も
宿
舎

で
の
生
活
に
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
帰
郷
を
許
さ
れ

た
の
は
、
卒
業
式
を
行
っ
た
春
か
ら
暑
い
夏
に
季
節
が
変
わ
っ
た
八
月
一
六

日
、
戦
争
終
結
に
と
も
な
っ
て
の
こ
と
で
し
た
。  

一
方
、
三
年
生
・
二
年
生
は
、
陸
軍
被
服
廠
賀
茂
学
校
工
場
へ
、 

通
年
動

員
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
十
一
月
、
賀
茂
高
女

本
館
二
階
の
三
教
室
が
軍
衣
の
縫
製
工
場
と
な
り
、
翌
年
の
一
九
四
五
（
昭

和
二
〇
）
年
一
月
ま
で
三
年
生
が
縫
製
作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
広
海
軍
工

廠
に
転
属
に
な
っ
た
後
は
、
二
年
生
に
縫
製
作
業
は
引
き
継
が
れ
、
新
三
年

生
と
な
っ
て
も
八
月
十
五
日
ま
で
縫
製
工
員
と
し
て
働
き
ま
し
た
。 



学
校
工
場
の
設
備
は
、
一
教
室
当
た
り
家
庭
用
ミ
シ
ン
二
〇
台
を
教
室
の

窓
側
に
二
列
に
並
べ
、
中
央
に
裁
縫
机
三
個
と
椅
子
、
廊
下
の
窓
側
に
裁
縫

机
三
個
が
ア
イ
ロ
ン
台
と
し
て
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
軍
衣
が
縫
わ
れ
、
防
暑
襦
袢 

（
夏
用
シ
ャ
ツ
）
と
袴
下
（
ズ
ボ

ン
）
、
防
寒
襦
袢
（
冬
用
シ
ャ
ツ
）
と
袴
下
（
ズ
ボ
ン
）
の
縫
製
と
、
雨
外
套

の
ボ
タ
ン
穴
か
が
り
と
ボ
タ
ン
付
け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

朝
早
く
か
ら
夕
方
は
遅
く
ま
で
の
作
業
の
た
め
、
遠
距
離
通
学
生
は
寄
宿

舎
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
寄
宿
舎
の
食
事
は
乏
し
く
暖
房
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
セ
ー
ラ
ー
服
に
モ
ン
ペ
を
は
き
、
陸
軍
の
星
の
マ
ー
ク
の
付
い
た
白

鉢
巻
き
を
し
め
て
登
校
し
、
四
年
生
と
同
じ
く
一
日
中
は
ず
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

賀
茂
高
女
救
援
隊
、
被
爆
地
へ 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
、
八
月
六
日
午
前
八
時
、
学
校
工
場
の
作
業

を
開
始
し
て
間
も
な
く
、
快
晴
の
天
気
の
中
で
稲
妻
の
よ
う
な
光
が
見
え
ま

し
た
。
作
業
が
一
段
落
し
て
休
憩
時
間
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
で
、
西
の
窓

越
し
に
「
き
の
こ
雲
」
を
発
見
し
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。
全
員
が
外
に
出

て
、
西
の
空
を
見
つ
め
な
が
ら
言
い
よ
う
の
な
い
不
安
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
に
な
る
と
被
災
者
が
西
条
駅
に
も
帰
っ
て
き
て
、
ピ
カ
ド
ン
（
原
爆
）

の
惨
状
が
だ
ん
だ
ん
と
わ
か
っ
て
き
た
の
で
し
た
。  

八
月
十
五
日
に
は
終
戦
の
詔
勅
が
下
り
、
学
校
工
場
も
閉
鎖
と
な
り
ま
し

た
。
講
堂
に
山
と
積
ま
れ
た
軍
の
衣
料
品
の
中
か
ら
、
動
員
者
一
人
ず
つ
に

物
資
が
配
給
さ
れ
ま
し
た
。
毛
布
二
枚
、
防
寒
用
シ
ャ
ツ
、
ズ
ボ
ン
、
代
用

毛
糸
一
ポ
ン
ド
、
軍
靴
一
足
で
し
た
が
、
物
資
不
足
の
こ
の
時
期
、
生
徒
は



大
変
喜
ん
で
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
軍
事
動
員
は
解
除
さ
れ
た
の
で

す
。  

と
こ
ろ
が
、
学
徒
動
員
体
制
を
解
か
れ
た
の
も
束
の
間
、
い
っ
た
ん
各
家

庭
に
帰
っ
た
生
徒
に
対
し
て
、
広
島
県
知
事
、
広
島
市
長
よ
り
原
爆
被
災
者

の
救
援
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
八
月
十
七
日
に
は
、
帰
宅
中
の
生
徒
に
口
伝

え
に
伝
達
さ
れ
、
賀
茂
高
女
救
援
隊
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 

救
援
隊
は
直
ち
に
、
広
島
市
内
の
か
ろ
う
じ
て
倒
壊
を
ま
ぬ
か
れ
た
学
校

や
逓
信
局
、
被
服
廠
に
向
か
い
、
治
療
の
手
伝
い
、
救
援
炊
事
な
ど
に
従
事

し
ま
し
た
。
こ
の
動
員
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
も
ま
た
原
爆
の
第
二
次
放
射

能
を
受
け
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
救
援
活
動
に
参
加
し
た

生
徒
た
ち
が
、
こ
こ
で
経
験
し
た
こ
の
世
の
生
地
獄
は
、
そ
の
後
の
平
和
へ

の
強
い
願
い
と
な
っ
て
今
日
に
続
い
て
い
ま
す
。  

授
業
再
開
は
、
九
月
下
旬
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
都
会
か
ら
の
疎

開
生
徒
に
加
え
、
外
地
よ
り
の
引
揚
者
も
加
わ
っ
て
、  

生
徒
数
は
ふ
く
れ
あ
が
り
ま
し
た
。
教
室
、
札
も
足
り
ま
せ
ん
。 

宿
直
室

二
階
の
和
室
に
裁
縫
机
を
並
べ
、
寺
子
屋
式
で
生
徒
も
教
員
も
半
年
間
が
ん

ば
り
ま
し
た
。  

四
年
生
が
机
に
就
き
、
黒
板
に
向
か
う
の
は
十
カ
月
ぶ
り
、
戦
時
下
に
あ

っ
て
、
ま
と
も
に
勉
強
す
る
の
は
二
年
ぶ
り
く
ら
い
と
な
り
、
全
員
が
学
習

に
励
め
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
合
い
ま
し
た
。  

た
だ
地
理
、
歴
史
、
国
語
の
教
科
書
の
一
部
に
は
墨
塗
り
を
指
示
さ
れ
、

ま
だ
ま
だ
統
制
下
で
の
勉
強
を
強
い
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。 

 



 


